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ColdFusionとは？

Adobe ColdFusion

ColdFusionとは？

Webサーバーと連携して機能を拡張し、動的な処理を行うＷｅｂサイトを
「より迅速に・より短い期間で・より少ない開発工数で」
作る事ができる機能が揃ったWebアプリケーションサーバー作る事ができる機能が揃ったWebアプリケ ションサ バ

WebサーバーWebサーバー/
ColdFusion

社員情報

情報取得

社員ごとの売上実績表

サムライズA： XXX円
サムライズB： YYY円
サムライズC： ZZZ円

集計
売上DB

price.html

sales
http://www.samuraiz.co.jp/sales/uriage.cfm 
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HTMLとの高い親和性

Web開発のために誕生したColdFusion

HTMLとの高い親和性

開発 誕生
‐Webページの作成で用いられるHTMLに似た形でColdFusionのプログ
ラミングが出来る

 HTMLの基本を覚えた方の次のステップとして最適 HTMLの基本を覚えた方の次のステップとして最適
 約150のCFタグが装備
 400を超えるCF用の関数が装備
 JavaScriptに似たスクリプト記述もサポート JavaScriptに似たスクリプト記述もサポ ト

CFタグ
<cfset>,<cfoutput> 

HTMLタグ
<p>,<br> , p

<cfquery>
<cfform>, <cfinput>
<cfif>, <cfelse>, <cfelseif> 

<p>,<br> 
<font color="Red">
<div>, <span>
<h1>, <h2>, <h3> 

<cfinclude> 
<cflogin>,<cfloginuser>
<cflocation> 

<body> 
<img>,<object>
…
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Webのトレンドを取り入れ15年を超えた進化

 MAC OS 対応
 日本語版取扱開始
（三菱商事株式会社様）

Webのトレンドを取り入れ15年を超えた進化

 Solaris版リリース
 Linux（英語）版リリース

 JRun4ベース
 多言語 (Linux日本語)対応

 ６４bit OS 対応

 VMWARE Svr.
 MS Virtual Svr.
 JDK 6

 ColdFusion Builder

１９９５ ０７９８ ９９ ２０００ ０２ ０３０１ ０５

 AIX 対応
 各種J2EE対応（デプロイ）

 Enterprise版リリース

 ColdFusion Builder
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 ColdFusion Studio

０９
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 Tomcatベース

１．０
(英語版）

８．０３．０Ｊ４．０Ｊ４．５Ｊ ＭＸ ＭＸ６．１５Ｊ ＭＸ７
8.0.1 9.0.1

９．０
7.0.2

１０
(英語版）

C++ JAVA
 チャート
 クエリオブクエリ

 Verity  PDF/FlashPaper
 Flashフォーム

 クラスタリング

 ORM
 仮想ディスク
E l連携 UDF  Event Gateway

 画像処理
 PDFフォーム
 AJAX

 JDBC
 CFC
 Flash Remoting
 WebService(SOAP)

 Java CFX
 CFExecute

 クラスタリング
 DBネイティブ
ドライバ

 Excel連携
 ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ連携
 Solr
 EHCache

 Remote Objects
 WebSocket
 HTML5 Chart
 Restful
 HotFix Installer
 クロージャー
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 AJAX
 サーバーモニタ マルチインスタンス

 Enterprise版のみ
一部バージョンに限るものを含む

 CallStack



ColdFusionを採用するメリット① （エンジン）

Javaのパワーを活用できる
Apache TOMCATをエンジンとして動作

Javaのパワーを活用できる

‐Webアプリケーションの開発をよりスマートに
 複雑な要素を排除しつつ
 高い生産性：RAD (Rapid Access Development）
 高いメンテナンス性

‐複雑なビジネスロジックもタグや関数に凝縮
 開発コスト・期間↓
 メンテナンスコスト↓

習得のし易さが第一‐習得のし易さが第一
 始めるまでのハードルを低く
 検討から結果を出すまでの時間を短く
誰かではなく誰もが活動し易い 誰かではなく誰もが活動し易い

要点を絞り、やりたい事を時間を
できるだけかけずに 始める！！

6 （引用元）http://www.adobe.com/jp/products/coldfusion/pdfs/cf_whitepaper.pdf

できるだけかけずに、始める！！



ColdFusionを採用するメリット② （動的Ｗｅｂサイト開発）

生産性の高さを実感できる
用途に応じたCFタグや関数で動的Webサイトを作成

生産性の高さを実感できる
用途 応 タグや関数 動的 イト 作成

‐150個を超えるCFタグ・関数も400個以上
‐さまざまなシステムとの連携もColdFusionで一元して管理

Webサーバー
/C ldF i

Exchange/LDAP/
Sharepoint

④/ColdFusion ④SMTP 
/POP/IMAP

③HTTP

.NET / JAVA

③HTTP
/FEED/WebService

②画像/
⑦チャート等

文書処理/
⑨PDF

メモリ変数
仮想FileSystem
⑤セッション
⑧条件分岐
他・各種処理

HTML/
JavaScript

FILE/FTP/Solr⑥EXCEL/
⑨PDF 等

①DB
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（参考）CFのタグは直感的！

① DBからデータを取得したい

（参考）CFのタグは直感的！

⑥ Excelからデータを抽出したい
<CFQuery datasource="xx"
name="qData"> SQL文 </CFQuery>

② 画像を処理したい

<CFSPREADSHEET action="read” 
src="xlsファイル" query="qExcel"  >  

⑦ グラフを表示したい② 画像を処理したい
<CFImage …>
#ImageGrayScale(MyImage)#

③ 別サイトにリクエストして情報を

<CFCHART format="flash">
<cfchartseries type="bar" query="q" … >
</CFCHART>

③ 別サイトにリクエストして情報を
取得したい

<CFHttp url="http://samuraiz.co.jp" …>

⑧ 条件によって処理を変えたい
<CFIF 条件式>
一致

④ メールを送信したい
<CFMail to="宛先" From="差出人"
subject="お知らせ">メール文</CFMail> 

<CFELSE >
不一致
</CFIF>

⑤ ログインを制御したい
<CFLogin>～認証処理～ <CFLoginuser
…></CFLogin>

⑨ HTMLをPDFで出力したい
<CFDOCUMENT format="pdf">
（HTMLコンテンツ）

</CFDOCUMENT>
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></CFLogin> </CFDOCUMENT>



ColdFusionを採用するメリット③ （サーバー処理に特化）

ワンソース・マルチユースを推進できる
ColdFusionコンポーネント（CFC）を使ってデータアクセス

ワンソース・マルチユースを推進できる
ポ ネ ト（ ） 使 デ タ ク

などサーバー側の関連する処理をカプセル化
‐プレゼンテーション層との分離だけでなく、複数の規格・デバイスから
の処理をCFCが一元して管理の処理をCFCが一元して管理

HTTP DB

SOAP

AJAX
Proxy
/ JSON

Flash
Remoting
/ Update

SOAP
RESTful
XML

CF-AJAX/
JavaScript

Flash Player
Flex/Flash

ADOBE AIR
Flex/Ajax/PDF

他システム
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他システム



ColdFusionを採用するメリット④ （拡張性）

さまざまな方法で機能を拡張できる
豊富な拡張性

さまざまな方法で機能を拡張できる
豊富 拡張性

 CFタグや関数を組み合わせて、独自のＣＦカスタムタグやユーザー定義関数
（UDF）として再利用する

 JavaやC++ベースのカスタムタグ（CFX）として登録し、CFの機能を拡張
するする

 Javaのライブラリなどを読み込みCFから呼び出す
 <CFHTTP >で外部のWebページをリクエストして情報を読み込む

ビ 外部で公開されているWebサービス（SOAP/RESTful）を読み込む
 .NETを呼び出し、利用する
 他
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ColdFusionを採用するメリット⑤ （開発の効率化）

専用エディタでもテキストエディタでも開発できる

ColdFusion Builder 2 任意のテキストエディタ・

専用エディタでもテキストエディタでも開発できる

ＨＴＭＬエディタ
ColdFusionのプログラム方法は、通常の
HTMLのページの作成と同様。CFタグや関数HTMLの ジの作成と同様。CFタグや関数
を覚えているのなら、開発エディタの力をか
りずテキストエディタでコードを記述できる。

ColdFusionベースのアプリケーションをか
つてないスピードで構築するための、カスタ
マイズ性に優れたEclipseベースのIDE

RDS(Remote Development Service)
ColdFusion BuilderとColdFusionを連携し、
開発エディタ上でColdFusionからアクセス可

Dreamweaver
+ ColdFusion拡張機能

マイズ性に優れたEclipse スのIDE 開発エディタ上でColdFusionからアクセス可
能なデータベース構造を見るなど連携が可能

+ ColdFusion拡張機能
Webデザイナーを中心に幅広い支持を受け
ている Dreamweaver でも、拡張機能をイ
ンストールすることで効率よく開発するた
め 機能が提供めの機能が提供



まとめ

ColdFusionを使うメリット

まとめ

使う リット
‐Webアプリケーションの開発をスピード感と簡単さを持って
‐提供するサービスに応じて、全体、あるいはビジネスロジック層に特化
するなど柔軟にするなど柔軟に

‐自分たちがやりたいと思う形を自分たちで形にしていける

売上のデータを売上のデータを
月別にまとめて

印刷しやすいよう
PDFにしてPDFにして

あ、やっぱり
上司 あなた
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部内のメンバーに
メールして



ColdFusionでできること
最先端のWeb体験最先端のWeb体験
Web Socket(Standardは動作制限あり)

サーバーから複数のクライアント、あるいは一人の
クライアントから複数のクライアントへのデータの
プ シ が可能となり 株式やチャ トなど様々なプッシュが可能となり、株式やチャートなど様々な
目的のためのリアルタイムアプリケーションの開発
が可能

 CFMAP Geolocation HTML5チャート(Enterprise)
<cfmap>に、Geo-
locationによるgoogle 
mapの現在地点を表示
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ColdFusionでできること
視覚効果視覚効果
チャート 画像処理

その他メディア
プレ ヤプレーヤー

HTML5ベース/Flashベースのメディアプ
レ ヤ が搭載 プレ ヤ の制御等も可能

PDF画像生成プレゼンテーション機能
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レーヤーが搭載。プレーヤーの制御等も可能



ColdFusionでできること
ドキュメント機能ドキュメント機能
 PDF生成 ドキュメント変換

（ＨＴＭＬ）
PDF生成

〉

（Report Builder）

〉

Apache
（Report Builder）

 XML，JSON, テキスト(CSV) Excelスプレッドシート

※pptは.pptのみ対応Open Office 

Excelファイルの
読み込み・書き出し

他システム
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他システム



ColdFusionでできること
AJAX ＲＩＡAJAX・ＲＩＡ
レイヤー・ウィンドウ  AJAXレイアウト

TAB /

div、pod、
window、
t lb など

HBOX /
VBOX

TAB /
Accordion

BORDER

toolbox など
ブラウザ内に表
示し、Ajax処理
と組み合わせ

 Flex/AIRＡＪＡＸ

と組み合わせ

サ バ サイドのExtJS 3.1を
内包し、Ajax
ベースアプリ
ツリ ア

サーバーサイドの
ビジネスロジックを
ColdFusionが受け
持ち、フロントのプ＋・ツリー・ア

コーディオン等
のコントロール
が可能

持ち、フロントのプ
レゼンテーション層
で動作する Flex や
AIRと連携

＋

16



ColdFusionでできること
サ バ 機能①サーバー機能①
ＳＱＬ メール送信・受信

従来のメール機能（POP/SMTP）に加え、
IMAP機能によるメール操作も可能データベース言語

SQLを使用可能。

デ タベ スから

＋

データベースから
取得したデータを

さまざまな形で処
理が可能

 apache SolrＯＲＭ Lucene Java
検索ライブラリ
をベースとした
全文検索システ
ム

SQLを使用せずにデータベース処理
デ タベ ス非依存のアプリケ シ ンを構築

ム
＋
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データベース非依存のアプリケーションを構築

キーワード抽出



CFタグや関数にさまざまな機能を凝縮
サ バ 機能②サーバー機能②
仮想ファイルシステム  Amazon S3 連携

VFS
Amazon Simple Storage Service
（Amazon S3）を使用しファイルの入出力
が可能

ColdFusionのメモリ内に仮想ファイルシス
テムを構築。メモリ内CFMファイルのイン

キャッシュ機能 サーバーモニター(Enterprise)

クルード、CFCファイルの呼び出しも可能

更新頻度の低いページの全
体・一部をメモリ内などに
キャッシュし、パフォーマ
ンスを改善

EHCACHE

ンスを改善。
クエリオブジェクトを
キャッシュし、データベー
スへの処理回数を削減。
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ス の処理回数を削減。



CFタグや関数にさまざまな機能を凝縮
サ バ 機能③サーバー機能③
 CFSaaS

ビ が 意
 ColdFusion Administratorでの
製品 プデ ト予めサービスが用意され、

Flexアプリケーションや
SOAPから呼び出すことで、
CMFLを1行も書かずに

製品アップデート

CMFLを1行も書かずに、
チャートやPDFドキュメ
ントの作成、画像の操作、
メール送信といった機能の
実行が可能

パッチや修正プログラムのリリース確認・イ
ンストールをColdFusion Administratorか
ら実行可能 メンテナンス性の向上と 最新実行が可能

Webサービス(SOAP, RESTful)

ら実行可能。メンテナンス性の向上と、最新
の状態で動かし続けることが可能。

タスクスケジューラー
従来のSOAP形式に加え、REST形式の
Webサービスの呼び出しや、CFCをそれら
サービスとして公開することが可能

＋ AXIS２
＋ RESTful 従来の1回のみ、毎日、毎週などの実行間

隔に加え グループなど機能を大幅に強化
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隔に加え、グル プなど機能を大幅に強化



ColdFusion 10 ライセンス体系

ライセンスの体系

ColdFusion 10 ライセンス体系

‐有償ライセンス
 Enterprise版
 Standard版 Standard版

‐無償ライセンス（商用利用不可）
 体験版（トライアル版）

エンタ プライズ版の機能すべてを搭載‐エンタープライズ版の機能すべてを搭載。
‐30日間利用が可能（30日経つと自動的にデベロッパー版に変わる）

 デベロッパー版（開発者版）
テストと開発を目的とした使用にのみ利用可能なライセンス‐テストと開発を目的とした使用にのみ利用可能なライセンス

‐接続可能なIPアドレスが2つに制限

ライセンスの適用範囲
‐以下の３構成で、Standard / Enterprise ライセンス適用範囲を設定

 オンプレミス（自社運用・自社管理下設備での機材の運用）
 オンプレミスで仮想環境を構築された上でのご利用
 クラウド環境
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ロードマップ

ColdFusionの開発は継続中

ロ ドマップ

開発 継続中

2012.10現在、ColdFusion次期・次々期バージョンの
ロ ドマップがアドビ システムズ社のWebサイトで公開中ロードマップがアドビ システムズ社のWebサイトで公開中

 ColdFusion製品ページ（現時点で英語ページのみ）に、RoadMapに関する
資料へのリンクが記載資料へのリンクが記載。
http://blogs.coldfusion.com/assets/content/roadmap/ColdFusion
%20RoadMap.pdf

 引き続き、新機能の追加などが計画。 引き続き、新機能の追加などが計画。
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１１月開催 ＣＦスタートアップセミナー

ColdFusionスタートアップセミナー

１１月開催 ＣＦスタ トアップセミナ

タ ト ッ ミナ

基礎的なプログラミングの様子をデモンストレーションでご紹介します。
‐対象者：技術者・デベロッパー対象者 技術者
‐日 時：2012年11月14日（水） １５：００～１７：００
‐場 所：アドビ本社会議室（東京・大崎）

‐申し込みURL：
http://www samuraiz co jp/event/121114cf htmlhttp://www.samuraiz.co.jp/event/121114cf.html
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ありがとうございましたありがとうございました

株式会社サムライズ
ドビ トウ 事業部 ビジネ トアドビソフトウェア事業部 ColdFusion ビジネスユニット

〒104-0053 東京都中央区晴海3-2-22 晴海パークビル
TEL: 03-5548-8822
E-mail: adobe_software@samuraiz.co.jp

※サムライズのホームページでColdFusionに関する情報を公開中
htt // i j / ldf i /http://www.samuraiz.co.jp/coldfusion/
(ColdFusion カフェテリア) http://forum.samuraiz.co.jp
(ColdFusion Associate) http://cfassociates.samuraiz.co.jp

ColdFusion は、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）
の米国ならびに他の国における登録商標または商標です。
その他 記載されている会社名や製品ブランド名は 各社の商標または登録商標です
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その他、記載されている会社名や製品ブランド名は、各社の商標または登録商標です。


